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研究成果の概要（和文）：生乳の調達から飲用乳製品販売のフードシステムにおける不完全競争構造を踏まえ
て、構造モデルの推定と、空間均衡モデルを用いた市場条件の変化の影響シミュレーションを行った。双方寡占
の理論モデルと、寡占を組み込んだ空間均衡モデルを構築し、また、コブ・ダグラス型の供給関数について新し
い解法を提案した。この解法はこれまでの複数の主体間で最終的に成立すると考えられる均衡状態を数学的な均
衡条件として定式化する方法ではなく、複数の主体の具体的な活動内容やその相互作用の時間的な変化をシミュ
レーション分析によって辿り、その誤差が一定の範囲内に収束した状態をとする手法である。

研究成果の概要（英文）：Based on the structure of imperfect competition in the food system from raw 
milk procurement to sales, we estimated a structural model and simulated the effects of changes in 
market conditions using a spatial equilibrium model. A theoretical model of bilateral　oligopoly 
model and a spatial equilibrium model incorporating oligopoly were constructed. In addition, we 
proposed a new solution method for the Cobb-Douglas supply function. It is a methodology that traces
 the temporal changes in the specific activities of multiple entities and their interactions through
 simulation analysis, and assumes that the errors are within a certain range.

研究分野： 農業経済学

キーワード： 不完全競争　空間均衡　酪農業

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
双方寡占モデルにより、生乳販売における寡占状況を明らかにした。他方、シミュレーション分析では、「畜産
経営の安定に関する法律」（畜安法）の一部改正に関連し、指定団体がプライス・テイカ－として行動する完全
競争となった場合、各地域の総合乳価が10～15%程度低くなる等の結果が得られている。さらに本研究のモデル
はその拡張性の高さから異なる農産物や国際貿易にも適用でき、コメやトウモロコシの国際貿易の政策評価も行
い、米中の貿易関税の影響や日本のトウモロコシ買い取り等の現実の政策が社会余剰を低下させることをシミュ
レーションによって示し、現実に適用できうる政策変更を行った場合の余剰変化も明らかにした。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 

 
農産物流通市場の寡占構造が指摘される中で、生乳市場は特に買い手側の市場支配力（限界費

用よりも低い金額に市場価格を設定する力）が強く、「買い叩き」が起こりやすいとされる。日
本の流通制度では、生乳は酪農家から地域の指定生乳生産者団体に集められ、価格交渉を通じて
乳業メーカーに、さらに価格交渉を通じて小売業に流通する。生乳には貯蔵性がなく、農家は規
模が小さいことから、買い手である乳業メーカーや小売業が市場支配力を持つのである。 
一方が強い市場支配力を持つと、資源配分に不公正が生じるだけでなく、社会全体の厚生も低

下しうる。適切な流通・競争施策により安定で効率的な流通を実現するには、まず現状の市場構
造を解明することが不可欠である。 
しかしながら、生乳市場のように、買い手・売り手の双方が価格交渉力を持つ寡占状態（双方

寡占状態）のモデルにおいては、近年、スキャナーデータ等を用いて、ゲーム理論の枠組みを応
用したパラメータ推定が行われるものの、同質財において市場支配力パラメータを直接推定し
た研究は極めて限られている。また、農産物流通における社会厚生の計算に用いられる空間均衡
モデルにおいては、必ずしも不完全競争は考慮されておらず、不完全競争化における政策シミュ
レーション研究は不足している。 
 
２．研究の目的 
 
研究の目的は、生乳の調達から飲用乳製品販売までの多段階のフードシステムにおける不完

全競争構造を、双方寡占モデルを用いて明らかにし、また、併せて空間均衡モデルを用いたシミ
ュレーション分析によって現実の政策効果を定量的に明らかにすることである。 
具体的には、生乳の流通における指定団体・メーカー・小売業の垂直的競争や水平的競争につ

いて、双方寡占モデル、不完全競争空間均衡モデルをそれぞれ用いて社会厚生の変化を分析し政
策提言を行う。 
 
 
３．研究の方法 
  
 上記の目的を達成するため、まず、双方寡占モデルを構築し、構築したモデルを生乳市場に適
用し、酪農家・メーカー・スーパー間のパワーバランスの推定を行った。他方で、不完全競争空
間均衡モデルを構築し、現実の政策における社会厚生変化をシミュレーション分析した。そして、
それらを併せて酪農業の市場構造と関連政策についての考察を行った。 
 
４．研究成果 
 
 主たる成果はモデル構築、新たな解法の導出、実証的推定とシミュレーションの３点である。 
第 1に、モデル構築において双方寡占モデルと不完全競争空間均衡モデルを構築した。 
第２に、空間均衡分析の解法に逐次解法を導出し、関連するシミュレーションプログラムを開

発した。これは、関数の初期の線形近似に対応する線形相補性問題の均衡解を計算し、その均衡
解の生産者手取価格での供給関数の接線で新たな線形近似を行い、その新たな線形近似に対応
する線形相補性問題の均衡解を再度求め、同様の計算を繰返し、得られる均衡解の変動が無くな
り計算が収束した時点で得られた計算結果を均衡解とする方法である。収束時点で得られた線
形相補性問題の均衡解は、非線形関数の値と対応する接線（接平面）の値と等しいために、解く
べき非線形相補性問題の全ての均衡条件を満たし、上述の非線形相補性問題の均衡解になって
いることを明らかにした。この解法によって、非線形の供給関数でも非常に低い負荷で均衡解を
得ることができた。併せて、異なる市場条件におけるシミュレーション分析プログラムを開発し
た。プライス・テイカ－やナッシュ型の行動をする主体に条件を変え、様々な条件でのシミュレ
ーションを行った。 
第３に具体的な酪農業関連の実証分析とシミュレーションを行った。まず、酪農家・メーカー・

スーパー間のパワーバランスを推定を行った結果、飲用乳について、スーパーとメーカーの取引
交渉力の優位度は 7対 3であり、スーパーがメーカーに対して優位性を発揮し、メーカーと酪農
協の取引交渉力の優位度は 9 対 1 に近く、メーカーが酪農協に対して優位である可能性が示唆
された。他方、指定生乳生産者団体の制度や協調行動が酪農市場や社会厚生に与える影響を不完
全競争空間均衡モデルによってシミュレーションした。酪農生産者組織の集荷率が低下すると
乳価の下落と生産量の減少につながる可能性があることがシミュレーションの結果により示唆
された。また、一方で、指定団体が全国の総売上高を最大化するような動きをした際にも、飲用
乳価が高騰しすぎて、社会的に許容できない水準となってしまうことが分かった。このような状
況を回避するため、一定の飲用乳価プレミアムを設けつつ、完全競争格差による配分方法を採用



することで生産者、消費者の双方にとって許容可能な乳価水準に落ち着くことを示した。双方寡
占モデルは国内の青果物流通において、また、不完全競争空間均衡モデルはコメやトウモロコシ
の国際貿易政策においても試験的に適用し、それぞれ妥当な推定結果やシミュレーション結果
が得られ、今後もこれらのモデルが大いに役立てられることを確認している。 
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